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川 口 義 一
1文 型の構文論的 レベル
日本 語教育 に使 われ る文型 は・ 日本語 の構文 の基本的 な単位 を とりだ し
た もので ある1)・例 えば,ふ たつ の動作 が平行 して行 われ るこ とを表 す ～
ナガ ラの文型(後述 の逆接 のナガ ラと区別 するため に 「ナ ガラ1文型」 と呼
ぶ〉は,
(1)メ モ ヲ トリナ ガラ聞 キ取 り試験 ヲ受 ケタノデ ヨクデキタ.
とい う文 の構文上 の一要素 となっている・一般的 に,文 は複数 の この よう
な要素 の集合体 であって,例 文(1)にもナ ガラ1とノデの文型 がはいってい
るが,こ れ らの文型 同士 は・ その構文論上 の性格 に相違 が ある,例 えば・
ノデ の直前 の動詞 は例文(1〉のよ うに過去形 に して も,下 記例 文(2)のよ
うに現在形 に して も,文 法的 には問題 がない.
(2)メ モ ヲ トリナ ガラ聞 キ取 り試験 ヲ受 ケル ノデイツモ ヨクデキル,
しか し,ナ ガデ 文型 の直前 の動 詞 は過 去形 も現 在形 として の 終止形 もと
れず,必 ず音便形でな い連用形 でなけれ ばな らない・ また,ナガラ1文型 の
直前 の動詞 は,否 定形 になれ ない点 で もノデ文型 と異 っている・一方,逆
接 を表すナ ガラ2文型 は,前 接 の 動詞 が否定 の形式 を とっていて もかまわ
ない.
(3)ス ベテ ヲ聞 キ取 ルコ トハ デキナイナ ガラ,デ キルダケメモヲ トッ
タ.
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レかし,ナ ガヂ も前接 の動詞 を 過去形 にするこ とが で きな い点でノデ と
性格を異にする・
以上のように,ナ ガラ1・ナガラ2・ノデの各文型 は,そ れ にふ くまれ る
動詞がとりうる形 式が ちが ってい る・つ ま り,そ れ ぞれ の文型内 にふ くむ
ことのできる情報の内容 がちがって くるわ けで ある,
この事情 を動詞 以外 の文要素 を使 って検討 してみ よ う・ まず,例 文(1〉
に学生タチハ とい う提 題成分 をいれてみ るよ う.
(1γ学生 タチハ,メ モ ヲ トリナ ガラ聞 キ取 リ試験 ヲ ウケタノデ,ヨ ク
デキタ.
この提題成分 は,従 属文 メモ ヲ トル ・試験 ヲウケルの両方 に主格 の情報
を与えなが ら,主 文 のヨクデ キタに も主格 の情報 を与 えてお り,そ の作用
が文末まで及 んでいるこ とがわかる・ すなわ ち,ナ ガ ラ1文型 も提題成 分
を各々の文型内 に含 んでお くことはで きないので ある・ ナガ ラ2文型 もま
た同様であるこ とは,例 文(3yでわかるであろ う.
(3γ学生 タチハ,ス ベ テヲ聞キ トル コ トハ デキナイナ ガラ,デ キル ダ
ケメモヲ トヅタ.
一方(1)に 主格成分学生 タチガをいれる と,
(D7'学生 タチガ メモ ヲ トリナ ガラ聞 キ取 リ試験 ヲ ウケタノデ・ヨクデ
キタ,
となり,学生 タチはメモヲ トル と試験 ヲウケ タの主格で あると解 釈で きて
も,ヨクデキ タの主格 とは解 釈で きない・ このよ うに,ナ ガラ1文型では,
主格成分 を文型内 に含んでお くことがで きな いが,ノ デ文型で はそれ が可
能である・ナガ ラ2文型の例文(3)には1そ の まま学生 タチガが いれ られ な
いので,次 の ような文 にしてみ よ う・
(4)学 生 タチ ヴスベテ ヲ聞 キ取ル コ トガデキナ イナガラ・ デキルダケ
メモヲ トッタコ目トハホ メラ レテ ヨイ,
すると,主 格成分 につ いて は,ナ ガラ2文型 もナガ ラ1文型 と同様 に含 みこ
んでお くカ がないこ とがわかる.
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次 に,助 動 詞について考 えてみ よ弘 様 態の助動 詞 ソウダは,ナガ ラ1文
型 にはお さまらず,ナ ガラ2・ノデの各文 型内 にお さま りうる.
(5)簡 単 二聞キ取 レソウデア リナガ ラ,ナカナカ正確 二聞 キ取 レナイ,
(6)簡 単 二聞キ取 レソウナノデ,デ ィクテーシ ョンヲシテ ミタ.
しか し,推 量 の助動詞 マイは,上記み っつ のどの文型内 にもお さま らない,
もし,理 由を表 す従属文 中でマイを使 いたけれ ば,次 の ように しなければ
な らない,
(7).簡単 ニハ聞 キ トレル マイ カラ,何 回 力聞 カセテ ミルツモ リダ.
以上 のよ うに・ナ ガラ1・ナ ガラ翫 ノデ の各文型 は,そ れぞれの 文型 内
に含 むこ とので きる情報内容 が動詞 の形式(否 定形 を とれ るか,過 去形 を
とれ るか)につ いてだけでな く,名 詞 句や助動詞 について も異な ってい る.
更 に,文 型同士の関係 を見てみ よ う・ 例文(1)では,ナ ガ ラ【文型がノ
デ文 型の一部 にな っている ことがわかる・ 一方,ナ ガ ヂ 文型 はノデ文型
の中にお さまる ことはない.
(8)ス ベ テヲ聞 キ取 ルコ トハ デキナイナガ ラデキルダケメモ ヲ トッタ
ノデ,聞 キ取 リ試験 ガ ヨクデキタ,
例文(8)では,ナ ガラ2文型 はノデ文型 と 同 じ資格 で 並列的 にヨクデキタ
に関係 してい るのであって,ナ ガラ1文型 のよ うに ノ デ文型内 の一部 には
な っていない,ま た,例 文(9)のよ うな文が文法的 に可能 で あるところか
ら見 て,ナ ガ ラもノデ もカラ文 型 の一部 にはな りうる、
(9)ス ベ テ ヲ聞キ取 ル コ トハ デ キナイナ ガラデキルダ ケメモ ヲ トッタ
ノデ,聞 キ取 リ試験 ガ ヨクデキ タノダ カラ,今 後 モ メモハ トルベキ ダ
ロウ,
この ように,い ろいろな文型 は,そ れぞれ に含み うる文要素 を異 に しなが
ら,お 互 いに含み含 まれ,時 には同等 に並び立つ とい う関係 になってい る
こ とがわ かる・言 いか えれば、 これ らの文型 は,構 文論的 にその属 す る レ
ベル が異 ってお り,そ の レベル に許 され る文要素 を含みなが らよ り高 次の
レベルの文型内に取 りこまれ,複 雑 な文型 の組 み合 わせを形 づ くっている
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のだと言えよ う,
このような観 点か ら日本語 の構文 をAか らDま での四段階 の レベ ルの
組み合わせとして分析 した研究 には,一 連 の南不二男 の論 文2)がある・ 小
論は,南論文 の構文論が語学教育 の見地 か ら見 ても多 くの示唆 を与 えてい
るという観点か ら,南 論文の分類法 にヒン トを得て,日 本語教育 の初級段
階で扱われてい る主要な文型 をそ の構文論的特徴 か ら分類 しよ うとい う試
みである・分析 にあた っては,南 論文で と りあげて いな い 「述語文型」 も
取Pあ げることにす る・ ここで述語文型 とい うのは,前 記例文(5)・(6)・
の の中のソウダ ・マイ のよ うな文末表現 を中心 とした文型 で,他 に カモ
シレナイ ・ニチ ガイナイ ・ノ ダ ・ヨウダ ・ワケダな どが あげ られ る.こ れ
らは,一般 にr断 定表現」 とかr推 量表現」 とい うよ うな意味論的 な名称
で一まとめに論 じられる広義の 「助 動詞群」で あるが,そ の意味的類似性
による分類 とは別 に,そ の中 に含 まれ る文要素やそれ 自身 の他 の文要素へ
の承接などの構 文論的な特徴 によ り,異 な った分類 が可能 であ ワ,ま た語
学教育の中で文型 として扱 うときには,他 の文型 との組み合 わせ の可能性
を考える揚合な どに,そ の構 文論的特徴 を知 ってお く必要が あるとい う考
えから・改 めて分析 の対 象 とした ものである・ この述語文型 と対照 させ る
ため・従属接続詞句 を 中心 とした 文型 を 「従属句文型」 と 呼ぶ ことにす
る・前述のナガ ラ1・2・ノデ ・カラな どが これ である,従 属句文型 と述語文
型以外の構文上の要素類(副 詞 ・名詞 と 助詞 の 結 合句 な ど〉は,r句成分」
として,文 型 との関係 か らレベル分類 をほ どこしてみた・その際,南 論文
で言及の少なか った 副詞 の構 文論的分類 の可能性 も 検討 してみ た,先 に・
本論の分析 の結果 を図示す ると,図aの ようになる凱
図aのAか らDま での各 レベルの文要素 は,ア ル ファベ ッ ト順 に構 文
論的レペルが高 くな ってい き,よ り低次に属 す る要 素は,よ り高次の要 素
の一部 となる・一 方,よ り高 次の レベルの要 素は,基 本的に よ り低 次 レベ
ルの要素の中にはお さま らない・ これ を 従属句文型 同士 の関係 で見 る と,
前述のナガラ1・ナ ガラ翫 ノデ ・カラ相 互の関係 となる.述 語文型同士の
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関係で見 る と,例 文(10)・(11)のようにBレ ベルの文型 がCレ ベ ルの文
型の一部 になる ことはあるが,そ の逆 は不可能 である とい うことであ る,
(10)メモ ヲ トラナケ レバ ナラナイノダ.
(11)メモ ヲ トッタホ ウガイ イワケダ.
述語文型 と従属句文型 の関係 か ら見 る と,Bレ ベル の従属句文型 はBレ ベ
ルの述語文型 を,Cレ ベルの従属句文型 はB・C両 レベ ルの述語文型 をそ
の一部にす るこ とができるが,Bレ ベ ルの従属句文型 内にCレ ベ ルの述語
文型をいれ るわけ には いか ないとい うこ とになる,例 文(12)・(13)・(15)
は文法的で,(1もは容認で きな い(*で表す)ゆ えんで ある.
(12〉メモ ヲ トッテハイ ケナイノ ニジ…・甲
BB
(13〉 メ モ ヲ トッ テ ハ イ ケ ナ イ ケ レ ド,… …
　 　
(14)*メモ ヲ トッ タ ソ ウ ダ ノ ニ,… …
C一・一一一B一・一…
(15)メ モ ヲ ト ッ タ ソ ウ ダ ケ レ ド,… …
CC
また,Dレ ベ ルの述語文型 である終 助詞句 は,B・Cレ ベルの どちらの述
語文型 もその文型 内に含 む ことがで き,同 じ レベル の従属句 がないので,
っねに文末 に位置す る文要素 である・
句成分 と文型 との関係 は,従 属 句文型 と提題成分 ・主格成 分 との関係で
すでに見たよ うに,高 次 の レベ ル句成分 は,そ の作用 が低 次の レベルの文
型内にお さま らない.述 語文型 との関係 も同様 である.例 えば,
(16)キミ,メ モハモ ッ トキ レイニ書 イタホ ウガイイ ヨ.
という文では,Dレ ベ ルの 「呼 びかけ」成 分キ ミは,同 じレペルの述語文
型ヨと呼応す るが,Cレ ベルの句成分 メモハの 作用 が及ぶ のはAレ ベ ル
の書クとBレ ベルの タホ ウガイイまで であ り.,Dレベ ルの ヨには提題 の
作用は及 んで いない,
同じレベル の異な る文型同士 は,前 述 の ノデ とナガ ラ2のよ うに並列 に
なるか,次 の例 のよ うに一方 が他方 に含 まれ る関係 になる・
(17)聞キ トッタ単語 ヲ忘 レル ト困 ルノデメモ ヲ トッタ,
=BB
(18〉メモ ヲ トラナ ケレバナ ラナイハ ズダ.
=目...、.・・BB
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BとCの レベルは,属 す る文型が多 く,そ の中でまた第2次 の分類 が
で きるが,く わ しくは,次 節 にゆずる,
II各 構文 レベルの 内容 とその検討
図aのAか らDま での各 レベルの文要素同士の関係 は,概 略前 節で述
べた ような ものである.以 下,'各レベルご とに もう少 し詳 しくその構 文上
の特徴 を検討 してみ よう.
(i)Aレ ベ ルの文要素
この レペルのナガ ラは,ナ ガ ラLの方 である、 く連用形重ね形>と い うの
は,
(19)辞書 ヲ ヒキ ヒキ英 語ノ新 聞 ヲ読ム,
とい う形 で ある.ま た,一 テ(連続 ・結果)とい うの は,例 文(20〉・(21)の
よ うな もので あって,例 文(22)のよ うな一 テは,Bレ ベルに属す るもので
ある.
(20)手ヲア ゲテ質問 二答エル・
(21〉机 ニヒジヲッイテ先生 ノ話 ヲ聞イテイル・
(22)知ラナ イ単語 ガ多 クテ ワカ リニクカッタ・
述語 に対 する主格名詞句 は,こ の レベ ルに属 さない.例 えば,
(23)弟ガテ}プ ヲ聞 キナ ガラ発音練習 ヲシテイル・
とい う文 では,主 格名詞旬 の弟 ガ は 聞 クに対 してだけ主格 なのではな く,
ナ ガラを越 えて練習 シテイルに も主格 となっている.ま た,
(24)*弟ガテープヲ聞 キナ ガラ姉 ガ発音練習 ヲシテイ ル.
とい う文 は文法 的でな く,主 格 名詞 が ナガラ1文型 内にお さま らないこ と
がわかる.こ のこ とは,ツ ツ ・く連用形重ね形 〉・一 テの各文型 で も同様 で
ある.
副詞 で二の レベ ルにお さまる ものは,そ の作用 が否定 まで及 ばない もの
である,例 えば,
(25)ユック リ発 音 シナイ・
一46一
(26〉タップ リ練 習シナイ・,
では,ユ ック リとタ ップ リの作用 はそれぞれ発音 スル ・練習 スル の意味 に
のみ及んでお り,そ れ全体 を ナイが 否定 して いる、 したが って,(25〉・




は塞認できない,以 上の こ とか ら,こ れ らの副詞は,構 文上否定 が現れ る
以前のレベルに属す るもの と考え られ る.
.最後に,こ の レベルでは,述 語にな りうるものが,動 詞 ・形容詞}指 定
刷 ダ ・デアル〉の連用形 だけで あって,従 属句文型 の一部 と同形式 なので
述語文型を別にたて る必要 がない.
(避)Bレ ベル の文要素
Bレベルは,述 語文型 と従属句文型 にお いて,図aの 点線 の上部 グルー
プと下線グループで,構 文 論上 の特徴 がちが ってい る・ まず,下 部 グルー
プの文型は,ナイ.・タ ・ナ カ ッタをすべ て前接 させ るこ とがで きる・一方,
上部グループは,次 のよ うな構 文論的特徴 を持つ ものの集 合で ある.
① ナイ もタも前接 しない もの=
*シナイペ キダ ・寧シタ ソウダ(様態)丘,
,② タが前接するがナイが 前接 しない もの:シ タ トコ・ダ ・*シナィ ト
マロダ
③ ナイが前接 するがタが前接 しない もの=シ ナイ ワケニハイ カナイ ・
寧シタワケニハイ カナイ,シ ナイナ ガラ ・*シナカ ッタナガ ラ
また,上部 グループの述語文型 は下部 グループの述語文型 にふ くまれる
が,その逆 は不可能で ある・
スルベキナノカ目モシ レナイ ・*スルカモ シ レナイベ キダ1シ ナケ レパ
イケナイ ラシイ ・*ス1レラシ ケ レバイ ケナイ
次に,.句成分 を見 てみよ う,主 格名詞句 がBレ ベ ルの ものだ とい うこ と
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は,次 の例文 が どんな形 で終 って も主格名詞句 がBレ ベル従属句 の外 へ関




補 充成 分 とい うのは,主 格 ・目的格 ・対 格以外 の名詞 と格助詞 の結合句
で あるが,こ れ らも,主 格成 分同様 レベル の従属句内 にお さまる・
(32)授業料ハ!シヒぞ/隻 階デ払 ワズ,巴 デ/隻 階f払 ウベキダ ソウダ・
対 照のハ は,否 定 と共起す る関係で この レペル に属す る,例 文(3)の「聞
キ トル コ トハ デキナイナ ガ ラ」 のハ は対照 のハ である、提題 のハ は,Cレ
ベル に属す るので,対 比 のハ と構文上 の役割 がちが ってい る・例文(33)で
は,(3〉と異 な り,ハ が提題成 分 として思 ワナイまでかか ってい る・
(33)スベ テヲ聞 キ トル コ トハ デキナ イノデヤ ッテ ミヨ ウ トモ 思 ワ ナ
イ、
副詞 では,図aに あげた ような ものが この レベル に属す るが,す べての
副詞 の作用 が否定 に及 んでい る点で,Aレ ベ ルの副詞 と異 なる・ 例 えば・
ワカラナイ とい う否定 文にゼ ンプ ・トキ ドキ ・スコシ ・キ ワメテ ・サ ッパ
リ ・モ ッ トモ ・完 全 二 ・ホ トン ドな どの副詞 をつ けてみ ると,こ れ らの副
詞 の作用 はワカラナイ全体 に及 んで いることが了解 され る・
なお,従 属 句文型 内 の 〈連用形 中止 法>と い うのは,例 文(34)のよ うな
もので,く連用形重ね形〉 と異 な り,主 格成分 を含 む ことができる・
(34)教師 ガ発 音 シ,学 生 ガマネテ繰 リ返 ス・
また,一 テ(原因 ・理 由 ・並列)と い うのは,例 文(22)のような ものの他,
次のよ うな ものを指す・
(35)有気 音 ト無気音 ノ区別 ガア ッテ,発 音 ガムズカシイ・(理由)
(36〉有気音 ト無気音 ノ区別 ガア ツテ1母 音 ノ数モ多 イ・(並列)
(iii)cレベ ルの文要素
Cレ ベルの述語 文型 は,も っぱ ら表現者 の主体的 な態度 の表 出にあず か
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るものであ る,Bレ ベ ルまでの述語文型 には,表 現者 の主観的 な判断 にか
かわるもの(ヨ ウダ ・ハ ズダ ・カモ シ レナ イな ど)もあるが,そ れは あ くま
でも素材の叙述 を通 して表現 され るものであ り,表 現者 の態度その もので
はない.こ の ことは,Bレ ベ ルまでの述語文型 か ξ)は名詞修飾句 がつ く ら
れるが,Cレ ベルの述 語文 型か らはで きない とい うことか らも明 らかで あ
る,
(37)宿題 ヲヤ ラナカ ッタニチ ガイナ イ学生
〈38)宿題 ヲヤ ラナ カッタラシイ学 生
(39)?～宿題 ヲヤ ラナカ ッタ ダロ ウ学生
(勅)ホ宿題 ヲヤ ラナ カッタノデァル学生
(39}は翻訳文な どに見 かける表現で あるが,日本語 と しては不 自然 で ある,
Eレペルの従属句文型で,ノ デな どもデア ・ウ ・ダロウを前接 した形で現
われることもあるにはあ るが,推 量 のムー ドが構文上 の早 い レベルヘ混入
したものと見 るべ きか と思 う・事 実,否定 と推量 が一体 とな く)たマイで は,
¢5〉のような名詞 修飾句 もノデヘ の前接 もお こ りえない・
敬語も表現者 の態度 を表 す文要素 で あるが,尊 敬語 ・謙 譲語 ・美化語な
どがもっぱ ら素材 を通 しての敬語 で あるの と違 い,丁 寧語 はそのまま相手
に対する表現者 の態 度の表出 とな る点が異な ってい る・そ の丁寧語 を もつ
迷語文型はCレ ベ ルに属 する もの と思 われ る.そ れ は,丁 寧語 を 持つ述
蓄を名詞修飾句に しよ うとす ると,い ささか不 自然(あ るいは敬語過剰 な)
ひびきが生 まれるか らである・(尋1)と(42)を比較 されたい.
(41)会話講 座ヲ持 ッテイ ラッシ ャル先生方
(42)会話講座 ヲ持 ッティ ラッシ ャイマ ス先 生方
Cレベルの述語 文型 には,こ の丁寧語 が前接 する もの(図aの 点線下部 グ
ループ)としない もの(同 上部 グル ープ)がある,(43)から(舶)までの例 文
によってこの事情確認 されたい.
{辱3)*コノ字ハ ク メール文字 デ ゴザイマ スソウデ ス・
(44)*コノ字ハ クメール文字デハ ア リマセンノデ ス・
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(45)コノ字ハ クメール文字 デハ ア リマ スマイ・
(舶)コ ノ字ハ クメール文字 デ ゴザイマシ ョウ・
従属句文型 は,推 量 を表す述語文型 を含 むこ とができないグループ とで
きるグループ とで,そ れぞれ点線 の上 ・下に分け られる.
句成分 では,提 題 のハ がこの レベ ルに属 する,助 詞ハ の他 に も提題 を表
す ことので きる句成分 は,す べて この レベルに属 す ると考え られ る.
(47〉和独 辞典 ナ ラM出 版 ノモノ ガイイ・
(49)和独辞典 デ.スガ,M出 版 ノモ ノガヨ・シイカ ト存 ジマス・
Cレ ベ ルの副詞 は,Bレ ベル の もの と同様否 定 にまで そ の作用 が及ぶ.
しかし,Bレ ベ ルの述語文型 の否定 が判 断の根拠 の有無 やそ うい う判断を
生 みだす状況 の有無 に関す る ものであったのに対 し,Cレ ベルの述 語文型
ノダ ・モ ノダ ・ワケダな どの否定形 は,推 論 の し方 ・論理 の運 ぴ方 その も
のに対す る否定で ある5),Cレベ ルの副詞 には,こ の種 の否定 にまでその
作用 が及ぶ ものがある、 た とえば,
(50)ケッシテサ ッパ リワカラナ カ ッタカラ試験 ヲ投 ゲ タ ワ ケ デ ハ ナ
イ.
とい う文 では,Bレ ベ ルの副詞 サ ッパ リが ワカ ラナイに作用 しているのに
対 し,同 じ否定 の副詞 で もCレ ベル のケッシテ は,〈試験 を投 げたのはわ
か らなかったかち でおる>と い う推論 の し方 その ものの否 定にかかわ って
いるのである・モ チ ロン ・ヤハ リな どの副詞 も同様 の作用 を もつ副詞 であ
る・ この他 に,推 量表現 と呼応す るタプンや オソラクな ども,ダ ロウ ・マ
イな どがCレ ベル に属す るため,同 じレペル にあるものと考 え られ る・
(iv)Dレ ベル の文要素
Dレ ベルの要素は,表 現者 の心理的過程 を非分析的 に表 出する要 素群 と
見て よい・ この レベ ルの述語文型 は,終 助詞 を巾心 とする ものであ り,こ
れで一文が完成 するため,従属文型 は存在 しない・図aの 終助詞 の分類 は,
次の ような ものであ る,
点線..ヒ部の始 めの4列 の ものは,そ れに よって表 される表現者 の気持 ち
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に対 して誰 か別 の人 の反応 を期 待 しない とい う点で,次 の4列 の もの と意
味的に性格 を異 にする・例 えば,
151)捲舌音ハ ムズカシイナア・
という文は,表 現者 が く捲 舌音 の発 音が容易でない こと>を 納得 した気持
ちを表す もので,こ の感想 に対 して誰 かが答 えて くれた りコメン トをつ け
てくれた りする ことを期 待 していない・同様な こ とが例文(52)のふたつ の
終助詞について も言 える.
(52〉コレガ 「捲 舌音」 カイ・ コ リャ,ム ズカシイヤ・
同じカイで も,例 文(53)のものは疑問 を表 してお り,誰 かに答 えを求 める
という積極 的な姿勢 を表 してい る・
(53)「捲舌音」 テソンナニムズカシイノ.カイ・
下の4列 の終助詞群 は,疑 問のほか依頼 ・命令 ・勧誘 ・確認 な ど,コ ミュ
ニケーション上 よ り積極 的な働 きかけの作用 を持つ もので ある・上4列 の
終助詞で下4列 の もの と同 じような用 法 を持 ち うるものは,△ 印 をっ けて
ある,なお,点 線 下に置いた ヨとネは,そ の他 の終助詞 のほ とん どに後接
できるとい う構 文上の特徴 を持つ・
Dレベルの句成 分は,主 に表現者 とその表現 の受 け手 とが一定 のコ ミュ
ニケーシ ョン関係に入 るための ことばで ある・「一 定の関係 」 とは,「自分
に対する注 目の喚起」<例文(54)>・r特定 のものを 要求す る 訴 え」 〈例文
(55〉〉・「話題 の転換 」〈例文(56)〉・「社会 的人 問関係の確認 」 く例文(56)〉
などである、
(54)先生,質 問 ガア リマ ス・
(55〉イ ン・ク消茎イ!イ」と哲 塗1
(56〉シヵシ,A教 授ハ ヨク本 ヲ出 シマスナ・
(57)ドゥモァ リガー トウ・
以上の文要素は・表現者が受 け手 とのコ ミュニケーシ ョンに入 るきっかけ
となるもので あるか ら,当 然 なが ら文頭 に置 かれ るか,も しくはそれ だけ
で一文をなす.一 方,Dレ ベ ルの述語文型 をなす終助詞 は,文 末に置かれ,
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表現者 が伝 達内容に関 してどの よ うな気持 ちをいだ き,あ るいは受 け手 に
どのよ うに してほ しいか を示す ことによって文 を完結 させ るのである・ し
た が って,伝 達内容 が既知 の ものであれ ば,Dレ ベ ルの文要素 のみで文 が
成 り立つ,
(58)先生,ネ ッ1(前 二陳情 シ タ期末 テ ス ト廃 止ノ件 ヲ想起 シ,善 処
サ レタシ)
なお,(58)を()内の内容 を持っ もの として理解 させ るためには,話 しか
ける際の語調や表情な どに特別 の工夫 を す るのが 効果的で ある・「構 文上
の」 とい うわ くをはず して,コミュニケー ション機 能全体 と して考 えれば,
この ような音声的特徴や非言語要素 も,Dレ ベ ルの要素 と考 え られ る、
(v)構 文論 的 レベルに よる文構造のモデル
以上,図a全 体 の解説 を してきたが,図aは 要素 の レベル別 の表であ る
ため,実 際 に言語 として の文 が書 かれ,話 され る ときの構造 を明確 に して
はいない,図aの 内容 を,「表記 され,発 話 され る一文の構造」 とい う形






例文(58)をこのモデルにあてはめてみる と,図cの よ うになる・
例 文(58)は,Dレベ ルの 要素 だけで 文が 成 りた って いるが,句 成 分 「先
生!」 と述語文型 「ネ!!」の間にA-Cレ ベ ルの文型 ・文成分 に よgて うめ
られるべ き情報 内容(例 えば・要請 に応 じて試験 を しない とい うこ と)が包
み こまれてい る・図Cで この よ うな事情が視 覚的 にも明示 できる・ 次 に,
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ここでは,Cレ ベルの要素 とDレ ベル の要素 が登場 しない,右 側 の文が,
ヨクデキタノ ダロウとい うよ うに推定 の形 でお われ ば,ノ ダ ・ウの部分 が
Cレベルの述語文型 と して書 きこまれ る し,学 生 タチハ とい う提題 を加 え
れば,こ れ もCレ ・ベル の句成分 として書 きこまれ る,Dレ ベル の述語文
型は,終 助詞 とい う形で は現れ ないが,こ の文 が句点 を もって完結 する文
であれば,発 話 の際 には下降調 の語調 が表 れるはずであ り,こ の ような語
調は,図dにDレ ベルの要素 として矢印で示 した よ うに書 きこめるであ
ろう.こ のよ うに図aに 分類 され た構 文論 上の各 レベルの要素が・実 際に
表記され,発 話 され る場合 は,Dレ ベ ルの句成分 をコ ミュニケーシ ョン出
発の合図 とし,Cレ ベルの句成分一Bレ ベルの句成分一Aレ ベル の句成分一
Aレベルの文型一Bレベルの文型一Cレ ベ ルの文型 とい う順 で並び,Dレ ベ
ルの述語文型 によって,線 上 に並 んだ構文要素列 の最終 点,お よびひ とっ
のコミュニケー シ ョン単位 の終結 を示す のである・高次 の レベ ルの要素 が
一53一
低次 の レベルの ものを包み こんでい く日本語 の文構造 の特徴 は,図bの よ
うなモデルで視覚化 され うる と思 う。
互V構 文 レベル分析 と躇学教育
図aの 表 と図bの モデルに よって示 された 日本語 の構文 要素 の 分析 が
語学教 育の観点 か ら見 て示唆 に富む とい うのは,ど のよ うな点 についてで
あろうか・筆者 は,お おむね次 の二 点についてであろ うと考 える・ その第
一点は,す なわち,日 本語 の構文 は低次 レベルの文型 と句成分 を高次 レベ
ルの文型 と句成分 がは さみ こみ,包 み こむ形 をな しているので,図bで 表
される構文 モデルが頭 に描 かれ る ような教授 法が 自然 な 日本語 文の生成 を
可能 にす る,と い う点 である・例 えば,多 くの 周本語教科 書の第 一課の単
元 である 「一ハ ーデス・」 とい う文型 がCレ ベルの もので あることが 理解
されれば,
(59)父ハ 日本人 デ,会 社員 デ,今 パ リニ住 ンデイマス・
とい う文 の読点 のあ とに,「父ハ」 を繰 り返 さな くて も よい こ とも 理解 し
や す くなる・ また,そ れに よって・先 の単元 に進 んだ とき,Bレ ベルg従
属句文型 内の主格成分(～ガ〉とハ提題(酎ハ)の機 能 の違 い も理解 しや す く
なる・「解ハ ーデ ス・」 の導入の段階で,こ の文型 の構文的 レベ ル を理解 さ
せ るためには,そ の前 の段階 で,オ リエンテーシ ョン として 目本語 の構造
を簡 単 に紹介 してお くのが便利 である・ あるいは,導 入 の際,図eの よう
なモ デル を使 って,単 語 が文 に変換 され る ときの構文 レベ ルの決定 の過程





を示すことに して もよい・具体 的な導入 方法については,な お研究の余地
があろう.
第二の点 は,単 元 のグループ分 け と提 出順 についての点である・ い くつ
かの文型を一 つの同 じ意味 カテ ゴリーの 単元 に ま とめて 提 出する 方法で
は,文型 間の構文的特徴 の差異 が 学習 できない・ 例 えば,「原 因 ・理 由の
表現」を学習す る単元 で,ノ デ もカラ と同時に教 えて しま うと,学 生 が
(60)雨ガフル デシ ョウノデカサヲ持 ッテイ ッテクダサイ.
、とい う誤用 をお こな うおそれ が生ず る、 デシ ョウ が ノ デよ り高次 の要素
で,同 じレベルの カラを使 わない と理 由の文型 内にお さま らない とい う構
文輪的特徴が わかっていないためである・ また,「否 定 と副詞 」 とい う単




の例文では,ふ たつの副詞は ともに,行 キタイの否定 と呼応 してお り,否
定の強 さが強いか弱 いかの差 しかないが,
(61)〆アマ リ行 キタ クナイノデハナイ,
(62〉'ヶッシテ行 キ タクナイノデハナイ・
では事情が異 なる,す なわち,ア マ リはCレ ベルの文型ノデハナイ の内側
にとりこまれ,行 キタクナイに しか作用 を及 ぽ さないのに対 し,ケ ッシテ
はCレ ベル の副詞 であるため・行 キ タクナイに もノデハナイに も作用 しう
るのである、 したが ワて,(61yは,〈アマ リ行 キ タクナイ と解釈 す るのは
正 しくない・む しろ,全 く行 きた くない>と解釈 で きるのみで あるが,(62γ
は,〈ケ ッシテ行 キタ クナイ と解 釈す るのは 正 しくない・少 シハ行 キタイ
と考えてよい>と い う解 釈 と,・(行キ タクナイ とい う断定 は全 く正 しくな
い.他 の事情 の ため行 キタイ と明言で きないのだ〉 とい う解 釈 の両方 が成
り立つ・ この区別 は,構 文論的 にふ たつ の副詞 が異 なる レベ ルに属す るた
めで,否 定性 の強弱 とい う意 味的差異 だけでは説明 がっ かない・ したが っ
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て,ア マ リとケ ッシテの構文論的特徴 を学習 しない学生 は,(61)と(62)と
(61)'の解釈 は正 しくで きて も,(62γの解釈 が完全 でな くなるおそれ が あ
る,
このよ うに,意 味特徴 としては同 じ部分 を共有す る文型や句成分 で も異
なる構文 レベルに属 す るこ とが ある,と い うこ とを教 えるためには,低 次
のレベルに属 する文要素 ほ ど,早 い単元で与 えてお くとい う提 出順序 を設
定す るこ とが必要 である・ ノデ とカ ラな らぱ,ノ デを カラよ り早 く提 出 し
た方がよい とい うことであ る・まず,Bレ ベ ルの文型 ・句成分 をノデ と組
み合わせて文型練習 を し,次 にCレ ベル の述語文型 を 一通 り導入 してか
ら,カ ラの ようなCレ ベル従属文型 を教 えるのが よい.ま た,方 ラ とノ
デを同 じ単元で扱 うよ り,構 文的 レベルが等 しく意味的 に対立す るケ レ ド
とカラ,ノ デ とノニ をそれぞれ一括 して扱 った方が よい.
否 定の副詞について言えば,ア マ リは最初 に否定がでて くるとき,つ ま
り動詞 ・形容 詞 ・コ ピュ ラの否 定形 とともに導入 し,ケ ッシテはノダ ・ワ
ケダな どの否定形 とともに,ア マ リよ りず っと後 に導 入 し,そ れぞれ 「ア
マ リ～ナイ・」・「ケ ッシテ～ノデハ ナイ・」 とい うよ うな 文型 として 教 え る
べきである,ケ ッシテの否 定の作用 がCレ ベル以下の文型 に及ぶ こと も,
ケ ッシテ導入 の時点 で初 めて紹介す るのが よい と思 う・
以上,本 論 の 文構造分析 が 語学 教育 に示唆 を与 える点 を 検討 してきた
が・ どちらの点 も構 文論的特徴 による 「カテ ゴ リー認知」 の有利 な面 を指
摘 した もので ある・人 間が もの を学習す るときには・新 しい情報が匿知 の
どのカテ ゴ リー下に入るかを認知 する必 要が ある・ 語学教 育の 場合,「新
しい情報」 とは,新 出の単藷や文型 であるが,そ れをひ とっの カテ ゴ リー
の下 にお さめよ うとす る とき,まず意味的な カテ ゴ リー認知 が必要 である.
例 えば,イ ヌは 「動物」(あ るいは"+animate")とい うカテ ゴ リー に,
ヤマは 「非動物」(あ るい は"一animate")とい うカテ ゴ リーにそれ ぞれ
含 まれ る と正 しく認知 され ることは,ど ち らが動詞 イル の主格成分 にな り
うるか,と い う問題の解 決に是非 とも必要 だか らで ある,し か し,ノ デ と
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カラ,お よび否定 の副詞 につ いて検討 した とお り,構 文的 レベ ルの差 をひ
とっのカテ ゴ リー認知 の規準 に してお くこともあわせ て必要 で ある・ 日本
語教育用 の教材は,こ の意味的 カテ ゴ リー と構文的 カテ ゴ リー を学生 に自
然に習得 させ るよ う構成 され ているのが望 ましい と思 われ る・ この よ うな
教材の導入 ・文型練習 ・文法解説などが具体的にどのような構成のものに
なるかは,な お時問 をか けて検討 しなけれ ばな らない問題 であ る・本論 の
理論的枠組の妥当性の検証 とともに,筆者の今後の教育実践上の課題にな
るで あ ろ う.
(本文注〉
1)「文型」 とは,語 が文をなすときの配置形式をいい,一 般的には,「主語 ・述
語・目的語などを 『一一・ガー一ヲー… スル』のような形で示す構造上の文型と,文
未形式で示される 「表現意図上の文型」(『国語学研究事典』p,178「文型」の頁)の
ふたっの側面からとらえられ,研 究 されてきている・本論では,「文型」 を「表現意




いわめる文間接続詞(シカシ ・ソシテ ・サラニなど)は,構文論的な規則 とは別種類'
の 「論旨の展開」 とでもいうべき結合法則によって文相互をむすびつけてお り,そ
の分類には別の検討 を必要とすると考えられるため本論の検討の対象外とした・ ま
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